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　『つながる、つづく、しがの農業・水産業～人と人・自然が育む近江の食と広がる豊かさ～』を基本理念とし、
滋賀の農業・水産業が目指す2035年の姿の実現に向けた施策の展開方向を示します。
　第3期の計画期間は、社会・経済情勢の変化や政策を進める上での不確実性等を考慮して、令和8年度（2026年）
から令和12年度（2030年）までの5年間とします。
　目指す2035年の姿としては、「担い手、支え手、ファンの拡大」を共通視点として、その上に「食の礎を担う
力強い農業・水産業」、「多様な人で賑わい心やすらぐ農山漁村」、「琵琶湖をはじめとした豊かな自然環境と調和
した農業・水産業」の、合わせて4つの視点から描きます。
　この姿を目指すことにより、SDGsおよびMLGs※1 の達成に貢献し、「琵琶湖システム」※2 を保全します。

Topic!

担い手、支え手、ファンの拡大

【政策】
（人・１）担い手を確保・育成する
（人・２）農業・水産業、農山漁村を支える多様な人材を確保・育成する
（人・３）農業・水産業の魅力発信によるファン拡大

【具体的施策】
（人・３）
・�農村地域での魅力的な体験プログラムの提供や情報発信による、� �
教育旅行の学生、都市住民、訪日外国人等の関係交流人口の創出やファン拡大
・県ＨＰ「グリーンツーリズム滋賀」による都市農村交流施設の魅力発信

グリーンツーリズム(高島市)

人

食の礎を担う力強い農業・水産業

【政策】
（経済・1）需要の変化に対応できる生産力を確保する
（経済・2）地域の魅力や強みを生かした生産を進める
（経済・3）経営体質の強化を進める
（経済・4）消費喚起によるブランド力の向上および販路拡大

【具体的施策】
（経済・1）
・作業効率の向上や、自動直進トラクタ等の導入を推進するほ場の大区画化
・�維持管理の省力化に資するICT技術（自動草刈り機等）の導入を推進するための拡幅畦畔、畦畔法面
の緩傾斜化や、末端用排水路の管渠化

（経済・3）
・水田の畑地利用や畑作物の品質・大型機械の作業効率の向上に資する暗渠等による排水改良
・多様化する用水需要に対応した農業水利施設の管理システムの導入
・水管理の省力化に資するICT技術（自動給水栓等）の導入
（経済・4）
・商業施設等でのPRイベントや現地ツアーによる「魚のゆりかご水田米」・「棚田米」の魅力発信

ほ場の大区画化（東近江市）

経済

滋賀県農業・
水産業基本計画（第３期）策定！

※1　MLGs（マザーレイクゴールズ）：琵琶湖を切り口とした
2030年の持続可能社会への目標であり、琵琶湖版のSDGsです。

※2　琵琶湖システム：琵琶湖と周囲の森林、川、水田が一体となり、
千年以上にわたり営まれてきた農林水産業と独自の食文化が織りな
す循環型の共生システムです。
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多様な人で賑わい心やすらぐ農山漁村

【政策】
（社会・1）農山漁村に関わる人を増やす
（社会・2）多様な主体との連携強化で農山漁村の暮らしの維持・
	 活性化を図る
（社会・3）地域全体で生産基盤を守る

【具体的施策】
（社会・1）
・棚田の魅力発信等による棚田ボランティア等の関係・交流人口の創出を促進
・�農村地域との交流を通じた地域外の学生や社会人等の関係・交流人口の創出と移住・二地域居住等の
推進　【人・2に再掲】

（社会・2）
・�複数の集落間での活動の連携（ネットワーク化）や統合、企業・大学等の多様な組織の活動参画等、
体制づくりを図りながら、中山間地域の農業生産活動の継続、農村景観の保全、地域の活性化を支援
【人・2に再掲】
・�地域外の学生や社会人等とのつながり醸成、移住者間の交流拡大等の推進により、新しい視点を取り
入れた農村地域の活性化促進
・棚田地域振興法に基づく指定棚田地域における計画策定や保全活動等への支援
・「中山間地域振興の手引き」等を活用した集落での話合いに基づく地域活性化を伴走支援
（社会・3）
・生産性の向上に資するほ場整備や農道の整備
・老朽化が進む農業水利施設のアセットマネジメントによる長寿命化対策の推進
・農村の生活基盤である集落道や農業集落排水施設の機能維持・向上
・�農業水利施設の保全管理を担う土地改良区等の体制強化（水土里ビジョンの策定支援、土地改良区間
連携の促進等）
・農地や農業水利施設の保全管理に対する多様な主体の参画の促進
・�集落内外の組織や非農家の住民との更なる連携、活動組織の広域化等を図りながら、地域資源（農地・
水路・農道等）の共同保全活動を支援

棚田ボランティア（高島市）

琵琶湖をはじめとした豊かな自然環境と調和した農業・水産業

【政策】
（環境・1）琵琶湖を中心とする自然環境と調和のとれた
　　　　　農業・水産業を展開する
（環境・2）地球温暖化対応策のさらなる推進に取り組む
（環境・3）自然災害などのリスクに対応する

【具体的施策】
（環境・1）
・農業排水の循環利用への取組に対する支援や水質浄化施設の整備
・「魚のゆりかご水田」をはじめとする豊かな生き物を育む水田の普及拡大
（環境・2）
・農村地域における再生可能エネルギーの地産地消および農業水利施設における省エネ化の推進
（環境・3）
・農業用ダム・ため池等の洪水調節機能の発揮と田んぼダムの取組拡大による地域防災力の強化
・防災重点農業用ため池（廃池を含む）や排水路等の整備
・ため池ハザードマップの周知・活用による減災意識の向上
・農業用ため池の適正な保全・管理のための支援

ため池整備（湖南市）

環境

社会


